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「キャリア論」を展開した著書として山川直人著「グッド キャリア」（2004 年、東洋経済新報社）がある。 

















































































8 宮城まり子著『キャリアカウンセリング』（2002 年、駿河台出版）13ｐ 































                              








－ 6 － 
＜図表１：キャリアの 3次元モデル＞ 
 
              ＜自分軸＞     未来 




＜環境軸＞                            広い 




      ＜時間軸＞   
 






















                              
11 平野光俊著『キャリア・ドメイン』（1999 年、千倉書房） 
－ 7 － 
＜図表２：キャリア３軸の主観と客観＞ 













































－ 8 － 





















































































































                              
15「ワークショップ」(workshop)とは英語のもともとの意味は、「工房」「共同の作業場」。講師からの一方的な知
識の伝達ではなく、参加者の体験をもとに、参加者相互に影響を与え合い、学びあう「体験学習の場」である。 


























































②教育・普及活動     
③環境への働きかけ→アプローチとしての「ワークショップ」 













































の若者の完全失業率が 2003 年に年平均で 10％を超えた。失業率の高まりに加え、フリー
ター（学生と主婦を除く 15 歳～34 歳のアルバイト、派遣などで働く人々たちと働く意思








































































































                              
16「JMI 健康調査」とは 1980 年より開始した「心の定期健康診断システム」。今までに延べ 2,500 社、250 万
人の方々が利用。JMI は質問紙として開発され、その内容は職場領域、身体領域、精神領域、性格領域の４
領域からなり、質問項目は 400 項目。個人対応にとどまらず、組織改善のために 10 名以上の集団データを集
計・分析し、組織のメンタルヘルス状況のアセスメントも実施。 

























































































































































































































































































































                              
23「カウンセリングマインド」とは和製英語で、カウンセラーとしての基本的な態度、心の持ち方の総称。例
えば自分の価値観を押し付けずに、相手を受容したり、共感的理解を示したりすることなどをいう。 
24 脚注 18（17 ページ）を参照。 










































































































                              
25 ４段階の点数化の例としては「４．かなり当てはまる ３．やや当てはまる ２．あまり当てはまらない 
１．ほとんど当てはまらない」がある。 
Ⅰ．自己に関するキャリアコンピタンシー 
１．自己認識 「自分らしさ」について理解している           


























































































































































































































































































































































































































































                              




27 立教大学の学生生活課では 2泊 3日のキャンプ研修を入学式前に開催。先生や先輩も参加し、コミュニケー
ション等の実習も行う。秋田大学の大学生協では入学前に「新入生歓迎イベント」を開催。先輩も参加し、
「友達作り」を支援している。 
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テム評価モデルの提案～」 （2003 年社会経済生産性本部労働情報センター） 
